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15. 北岡の堵基の変法によるイエバエの大量飼育過程においてみられる飼料の混合比と蛸

の重さの関係について 殺虫剤の生物試験用昆虫の飼育にかんする諮問疏 弟28報 長沢純夫 ･.

.岸野見知子 (京都大学 化学研死所 大野研究室) 34･3･31受理

･実験用小動物の固形飼料とぬかを軽々の割合に混合し,この50gと水50ccからなる培基を,ifi径

9cm,高さ 5cm の容掛こいれて,イエバェの幼虫200匹を飼育し,えられ1:銅の生体式を測定し

て両者の関係を考窮したが,飼料の混合比のちがいによる差は, 餌の生体丑の上にはみいだすこと

ができなかった.

さきに筆者ら))は,実験用小動物の固形飼料とぬか

を軽 の々割合に混合し, この 50gと水 50ccからな

る培基を,田径 9cm,高さ5cm の容哲郎こいれて,イ

ェバエの幼虫200匹を飼育し,えられた煩の長さを測

定して,その結果から飼育に通した飼料の混合比は,I

およそどのあたりにおくべきかを考究した.ここでの

べようとすることは,餌の長さから好適な混合比であ

ると推定された範囲が,蛸の生体重の上からも,うら

づけられるか石かをしろためにおこなわれた実験の結

果である.本文にはいるにさきだち,研究上種々の御

便宜をあたえられた大野稔教授に深謝の志を衷する次

第である.

実験材料および方法

実験にもちいた高槻系イエバエ MuscadomesLL'ca

tJL'CfnaMacquardtは, 1946年に1対の曜柾から出

発した子孫で,形態学的にも生理学的にも,一様の退

伝的性質を有しておるものとかんがえられるものであ

る.幼虫飼育のための培基の材料は,あらめの粉状に

磨砕した,オ))エンタル酵母株式会社製造の実験用動

物の固形飼料と,市販のぬかで,この2位および水と

の混合比は,節25報節1表にしめしたとおなじで,そ

れらの符号もまたおなじである.飼育容掛ま屯径9cm,

高さ5cm のシャーレをもちい,産卵された日からか

ぞえて2日目の幼虫を2(氾匹これにうつして飼育した.

実験中は金網盃をかぶせ,温旋約 27oC,関係湿皮

50%内外の環境条件下にわいた.飼育は,ひとつの培

益にづいて4回のくりかえしがえられ る balanced

incompleteblocks.の実験計画のもとにこれをおこな

い,その結果を整理する方法をとった.矧 ま産卵され

′た日からかぞえで,おおよそ8日日にひろいあつめて,

その拝重をトーションバランスで測定した.

実験括黒と考察 ､

それぞれの培基からえられた蛸の重さの測定結果を

表示すると節1表のごとくである.なお測定にもちい

た トーションバランスは,20oCにおいて客員 100mg,

1目盛は 0.2mgであったが,符1衣にはこれを 0.6

mgずつの間隔に架計してしめした.さきに筆者らは,

体のある部分の長さ uと,その容税または体重 y.と

の間には,y-ku3 の関係が成立することを仮定にお

いて,長さをそのままの即位で杭軸にとったとき,そ

の折皮分布曲線がひずめばその重さは,そのままの中

位で正規分布するで中ろうと推定したが, この推定は

おおよそうけいれられるもののようである.すなわち

節1図は,11月28日に飼育をはじめた培基 Fからえ

られた桶の生体盃を仏和にとり,これに対応する累研

鮫皮百分率をプロビ･}トに変換して縦軸にとって,そ
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Fig.1. Cumu一ativefrequencyCurveOflive

weightsof167pupaeofthecommonhouse-
fly,MuscadomesEL'cavicina Macquardt.
(Nov.28･F).
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Table1. FrとquencydistributionsoHivewc;ghtofpupaeofthccorhmonllOuSef]y,

Muscadomesticdvz'cinaMacquardt,rearedwith sevenkindsof-cu一turemediamixingwith

thepowdereddietforexperimentalanimalsandrice-brムninvariousratios(1958).

1741511179

こに屯線の関係をもとめたものである.統計学的方法

a.よってこの正規性の検定をおこなう過程と,その結

果をしめしたのが弟22壬,およびその下段の放胆で,

盃度 gJは 10.2278で,額定分布曲線は若干右よりで
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はあるが,glの標準伺差I/壷Fとの比,すなわちgl/

/竜Fは 1.21で,自由度を00 にとったときの Eの

位 1.96(P,-0.05)より小さく,また尖1iEg空につい

ても,g空ん/竜才は･0.68で 1.96より小さく, 琉生
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Table･2. Testofnom alityinafrequencydistribution oH iveweights(mg)oE167

pupaeofthecommonhousefly,MziscadomesLkaI,L'ct'〝aMacquardt.(Nov.28-F).L

n-167 1 l s1-48 l s2-3538r s3--612 l s1-199570

S2-S2-Sl℡/n--3524･20 S3-S3-3sJS空/,I+2S)3/n℡---3654･.80
S｡=S.-4S,S3/n+6sl℡se/'IL 3S.1/n3主202023.9 k.-S./～-0.2874
k2-S?/(a-1)-21.2301 k3-nS3/(n-1)(n-2)--22.2837
k4-TEL(n十1)SIT3(Tl-1)SE℡/n〕/(nl1)(a-2)(n-3)--115.1352

gl--k3/(k2/ち)ニー012278
sgl℡-6n(n-1)/(a-2)(n+1)(n+3)-010353

Standarddeviationsこ

Valuesofi: forg】,

体重の変矧 ま正規に分布していると判断してさしつか

えない.上述の概念から蛸の重さの比較には,正規分

布曲線の中央値を算定,その代表値とすることとし,

あわせてそれぞれの分布曲線の標準偏差をもとめた.

そして一方飼育が雄率的におこなわれたかどうかの比

政のため,節1表の下段にし申した酪化偶作を,投入

個体数200でわって蛸化率をもとめた.実験を開始し

た日別,および培基の別にそれぞれの数値をその相当

欄にかきいれたのが第3表の左部分である.一定の方

法にしたがって節3表の右部分の数値から,第 4表の

数位をへて計辞された培基の柾税別の相対痢盃,班準

g2-kJk22--0.2555

sgデ-24n('Z-1)℡/(n-3)(nこ2)(n+3)(ll+5)-0.1396
ofa),0.188;ofg_I,0.374-

1･21;forgi7,0168;df-cP .

偏差,および蛸化率をしめしたのが茄5表である.良

下段にしめきれた justsignificantdifferenceの数′

位から判断すると,その差に有意性があるとおもわれ

るのは, 培韮Aにおける硫化率だけで, これは他の

培JiEの卓れにくらべてびくい.･培韮Aにおける煽化

率のひくいことは,TjTJ報でもしるしたところで,培基

にぬかを多くもちいるとよい結果がえられないことは

あさらかである.しかしこのたびの実験でえた煩の生

体盃およびその捺準偏差にかんする数他を比較する方

法では,培基の優劣をきめることはできないと結論し

なければならない.
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Table3∴ Live女eight'ofpupae,standarddeviationa去dpercentbupationfore云chseries.

Table4. Analysisofゼarianceforseparatingvariationbetweendaysfrom reniainder.

Degrees
of

freedom

Liveweight I Standard i Peltcent

喜憲 pa:ieu-e fL-:qiad::;ati蓋teaarne'■壷 aro:i,uPta:FEeaaTni

Cultiliemedia,ignoring
I days,from Y.

Days,exclusiveofcu一ture
media,from WB′

Errふrwithindaysand
culturemedia

･otal l 19 巨 02･995471 [ 3･92694】 l1201･026791

掃 .要

1..実験用小動物の固形飼料とぬかを軽々の割合に

混合, この 50gと水 56ccからなる培益を, 宙径

9cm高さ5cm の容掛 こいれて,イエバエの幼虫200

匹を飼育し,えられた煩の生体重を測定,あわせてそ
1
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の按準偏差と蛸化率を罪定して,飼育に好適な培基の

混合比はどのあたりにあるかを考群した,

2. 蛸の生体重の税政分布曲線は,その実数にたい

して正規に分布した.

3. ぬかの混合盃が,固形飼料の3倍に透した培基

において,その癖化率が他にくらべてひくく,その差
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Table5. Relative一iveweightofpupae(mg),
standarddeviationandpercentpupatiorl

ofthCとommonhousefly,Mura domesLL-LD

m'cinaMacquardt,rearedwithsevenkinds

ofcu一turemediamixingwitIlt上epowdered

diet for experimentalanimalsand r王ce-

braninvariousratios,correctedfordiffer-

encesbetweendays.Significantdifference

inn-15andP,-0.05.

sdiigfFeiflfnacneti'1･85Io･68l ll･0

に有意性がみとめられたが,その他の数値の相互のあ

いだにはまらたく有志の差を見出すことはできなかっ

た.このたびおとなった実験の範囲内では,鏑の平均

生休重をもって飼育に好適な培基の混合比を推定する

ことは,不可誰であると結論される.
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R占sun6

1. Inthepresentpaper,therelat王onsofthe

mixirlg ratio ofI)ree°ing materials in the

modifiedKitaoka'sculturemedium tothelive

weightofpupae,standarddeviation,andper

centpupationof.thecommonhousefly,Musca

domeslkavicillaMacquardt,werediscussed.

Th占powdereddiet(biscuitfortherearingof

mouse,Tat,hamster,etc‥madeby仏eOriental

YeastManufacturingCo.)andrice･branwere

mixedintheratiosoト10:40,15:35,20:30,

25:25,30:20,35:15and40:10(denotedwi血

codesignsA,B,C,D,E,FandGrespectivc]y).

Two hundredsofindividualsoflarvaewere

reaiedwith 50gofthemiⅩedbreedingmateria一s

and50ccofwaterkeptinacontainermeasuring

9cm indiameterand5cm inheight.Measure･

mentsoftheliveweightofpupaeweremade

bytorsionbalance.Fourculturemediaofeach

kindwereprepared and theexperimentwas

carried'outfollowingtoane'xperimentaldesign

ofbalancedincompleteblocksundertheenviron･

mentalconditionofca.27oCandca.50% rela･

tivellumidity.

2･ When the acumulated percentages of

frequencywerep一ottedontheordinateand也eI

liveweightofpupaeon theabscissanearly

sym metricalsigmoidcurveswereobtainedinall

casesofculturemedia.TIleSeCurvesWillbと

abletoconverttothestraightlinesby tran3.-

formingtheacumulatedpercenfagesoffrequency

toafunctionofthenormalcurvesuchasthe

pTObitandwithouttransformingtheliveweight

toanysca一e..Onthebasisofthisideatlledata

showninTable1weresummarized,and the

medians and standard deviations calculated

from therectifiedstraightlineswereusedfdr

thediscussioninthepresentpaper.

3. Percentagesofpupationobtained in_the

cu一turemediainwhichtherice-branwasused

overthreetlmesofquantityofthepowdered

Idietwere】owerthanthatobtainedintheother

culturemedia, and thedifferences between

thesetwo groupsofpercentage ofpupation

were significant. However, the differences

among 一ive weigIltOfpupae and･Standard

deviation were not significarit statistically.

Therefore,referringtothepresentresultson

theliveweightofpupaeandstandarddeviation.

wecannotdeterminethesuitablemixingratio

ofbreedingmateria一sformasscultureofthe

housefly.
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